
（別紙３）

〜 2025年 11⽉ 7⽇

（対象者数） 6名 （回答者数） 2名

〜 2025年 11⽉ 7⽇

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの種類を特性や課題に応じて増や
し、個々のニーズに的確にアプローチできる
ようにしていく

2

PT・OT・STや実務経験の⻑い専⾨性の⾼い
スタッフを配置し、より専⾨的かつ効果的な
⽀援体制を構築していく

3

関係機関との連携をさらに充実させ、より地
域全体で⽀える⽀援体制を構築し療育からの
卒業、⾃⽴した⽣活を⽬指していけるように
地域連携を充実させていく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

今後⼈員を増加していく中で送迎スタッフの
雇⽤確保ができた段階で、送迎サービスも適
時検討していく。

2

お預かりニーズに応えられず通所を断念され
る⽅もいるため。今後療育時間以外でも必要
に応じて療育前後の事業所での待機できるよ
うな体制構築を⼯夫していく必要がある。

3

○事業所名 エンタメ療育スタジオRough&Diamonds下栗

○保護者評価実施期間 2025年 10⽉ 30⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年 10⽉ 30⽇

○従業者評価有効回答数

個別・⼩集団での⽀援 児童の発達段階に応じてスモールステップを
作り、⽀援計画に沿った段階的な⽀援アプ
ローチ

環境適応に困り感を持つ⼦に対しては個別療
育からスタートし徐々に環境に慣れ2名からス
タートする⼩集団への移⾏トレーニング
不登校児童への専⾨的⽀援

⼩集団も最⼤5名までにし、指導員をほぼマン
ツーマンでつけることにより個々の困り感を
早期に発⾒し適切にアプローチできる⽀援体
制の構築

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 11⽉ 10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されるこ

と

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

エンタメ療育という独⾃プログラムにおける
多様な⽀援⽅法

⽀援計画に沿って、個々の特性・課題に応じ
て下記プログラムでのアプローチ

・ダンス︓感覚統合療法における運動療育
・演劇︓擬似体験等を使ったSST及び発語訓練
・スタディ︓基礎概念獲得を⽬的とした学習
⽀援
・英語・プログラミング︓個々の強みを伸ば
す⽀援

⻑時間の預かりニーズへの対応 1時間の療育プログラムサービスということ
で、療育以外にも保護者様のレスパイトケア
へのアプローチが弱いと感じている。

保護者様・関係機関（学校・発達センター・
病院）との密な連携体制の構築

送迎を⾏っていないこともあり、基本的に保
護者様が療育を最初から最後まで⾒学頂くこ
とが多い。そのため、⾒学されている際にス
タッフとのほぼ毎回モニタリングを⾏える環
境設定を提供している。⽇々の困り感や現状
の課題をキャッチアップし、関係機関との連
携を提案し、療育での様⼦、関係機関での様
⼦を保護者様と共有することで包括的な⽀援
体制を構築できている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われるこ

と

事業所として考えている課題の要因等

送迎ニーズへの対応 送迎がない分、共働きのご利⽤者様などが通
いたくても送迎困難が理由で通所を断念して
しまうケースがある。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


